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熊本港

熊本大学

Yahoo地図

見学地の位置と研究概要

北なぎさ線 野鳥の池
東なぎさ線

エコテラス護岸

熊本港
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1．研究の背景と目的

埋立て等による干潟・浅場の減少、

なぎさ線の消失、海岸の人工化

※なぎさ線とは、陸と海との境界線にあたる、満潮時に海水が浸かる場所のことです。

生物の生息場所の消失、自然の浄化能力の減衰

有明海の海岸線は、埋立て等により人工化してしまい、本来あるべき生態系が
失われています。（有明海の海岸線のうち約80％が人工化しているといわれてい
ます。）それによって、自然の浄化能力が弱くなり、有明海の環境悪化に影響を
及ぼしていると考えられています。

そこで熊本大学では、有明海の環境を良くすることを目的として、干潟やなぎ
さ線を回復することで（場の回復） 、本来そこに生息していた動植物の生息場
を回復させて、自然の浄化能力を回復させる研究を行なっています。
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熊本港野鳥の池
（平成14年10月完成「熊本県」）

面積：100ｍ×100ｍ
底質：泥質
（潟湖タイプ・浚渫土）
特徴：浚渫土砂を用いて建設された熊本港の一角を

掘削して造成された潟湖干潟。4本の通水管
が設置されており、潮汐の干満によって自由
に海水が出入りしている。

B1 B2 B3 B4
通水管④

③

②
①

造成4年後の堆積・浸食状況

生物種数の変化

平面図と横断図

HSIモデルによる生物分布予測
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＜地形変化＞
野鳥の池は造成して5年が経過しま

したが、毎年少しずつ地形が変化して
います。

雨水の流れ込みや潮の干満によって、
みおすじができたり、潮溜りの近くに
土砂が溜まって、ゆっくりと干潟が発
達しています。

＜生物の変化＞
野鳥の池では造成した直後は全く生

物はいませんでした。

出入りする海水といっしょに、生物
の子供や卵が野鳥の池に入ってきて、
野鳥の池の環境に適した種類の生き物
がたくさん棲み付いています。

シオマネキ トビハゼとムツゴロウ
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熊本港東なぎさ線
（平成17年10月完成）

面積：100ｍ×100ｍ
底質：砂質～砂泥質
（前浜タイプ・海砂）
特徴：自然干潟と連続した地形や生態系を創造す

るため、覆砂の流出を防ぐための潜堤をカ
デナリー曲線形に設定し、ちどり状に配置
してある。
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造成直後の地形図

熊本港北なぎさ線
（平成18年9月完成）

面積：40ｍ×60ｍ
底質：砂質～砂泥質
（前浜タイプ・海砂浚土混合）
特徴：熊本港近傍の航路浚渫土砂を有効活用して

造成した前浜干潟。波当りが強く、干潮時
の汀線付近に造成する等、東なぎさ線とは
異なる条件となっている。
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2．これまでの研究成果

-3.00

-2.00

-1.00

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

地
盤

高
　
T
.P
（
m
）

造成前（2005.8） 造成直後（2005.10）
造成半年後（2006.5） 造成1年後（2006.10）
造成2年後（2007.10） 造成3年後（2008.10）

-3.00

-2.00

-1.00

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80

地
盤

高
　
T
.P
　
(m

)

造成前（2006.5) 造成直後（2006.9）

造成1ヶ月後（2006.10） 造成4ヶ月後（2007.1）

造成1年後（2007.10） 造成2年後（2008.10）

＜地形の変化＞
造成直後から1年後までに台風などの影響で地形が浸食されましたが、その後は大きな地形

変化はありませんでした。

東なぎさ線の地形変化 北なぎさ線の地形変化
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＜生物の生息状況＞
東なぎさ線や北なぎさ線では、カニやゴカイなどたくさんの種類の生物が定着しました。定着

した生物の中には、絶滅危惧種などの希少な生物や、アサリやタイラギなどの有用水産生物が定
着しています。また、満潮時にはそういった生物を食べに、小魚が集まってきたり、集まってき
た小魚を食べる大型の魚や野鳥が集まってきており、本来の生態系が回復されています。

チヌ ボラハクセンシオマネキ
（干潟RDB；危険）
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東なぎさ線における種数の変化

造
成
前

北なぎさ線における種数の変化

種の多様化

クチバガイ
（環境省RDB；準絶滅危惧種）

種の多様化

希少種の生息

スズキ

満潮時に集まってくる小魚

ソトオリガイ
（干潟RDB；危険）

サキグロタマツメタ
（干潟RDB；絶滅寸前）

アサリ

有用水産種の生息

クルマエビリシケタイラギ マテガイ

有明海は生物の生息場さえ存在すれば、それに応じた生物も生息し、豊な生態系
が再生できる潜在能力を有していることが実証されています。

ハマグリ

ウミニナ
（環境省RDB；準絶滅危惧種）

コケガラス
（熊本県RDB；準絶滅危惧種）

オオメダイチドリ オグロシギ

東なぎさに訪れた野鳥
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塩生植物の植栽テラス
異なる粒度組成
のテラス干潟

10m

20m 堤
防有

明
海

エコテラス護岸
（平成19年9月完成）

面積：10ｍ×20ｍ
底質：上段：泥質、中段：潮溜り

下段：砂質～泥質
特徴：堤防の前面に、防災機能だけでなく生物生

息機能や親水機能を持たせるために生物生
息環境や親水利用等に配慮した護岸。

有明海の護岸は、高潮や高波から背後地の
田畑や住宅を守るために堤防が構築されてい
ます。しかし、それによって自然の海岸がな
くなり、陸と海とが分断されて、なだらかで
連続した地形の干潟がなくなることで、生物
の生息場所が失われています。

なぎさ線は人工化した海岸に、生物の生息
場所をつくって、有明海の環境をよくしよう
という実証実験です。

今回造成したエコテラス護岸は、なぎさ線
と同じように、人工化した海岸に防護だけで
はなく、生物が生息できるように、環境に配
慮した護岸です。

潮溜り

＜潮溜りの生物＞

潮溜りには造成直後からエビな
どが確認されて以来、年間を通じ
てハゼやボラ、エビやカニといっ
た多くの生物が確認されています。
これまでに約20種類の生物が確認
されました。
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シオクグ

⑦

植栽1年9ケ月後植栽直後 植栽11ケ月後

種名 科名 種類 花期 草丈（㎝） 自生地分布

① ハママツナ

アカザ科

1年草 9～10月 20～60 宮城県・四国・九州・沖
縄

② ホソバノハマアカザ 1年草 9～11月 40～60 北海道～九州

③ ハマサジ イソマツ科 2年草 9～11月 30～60
三陸海岸以南の太平洋
側・四国・九州

④
ウラギク

キク科
2年草 8～10月

20～55ときに
100cm以上

北海道東部・関東以西の
太平洋側・四国・九州

⑤ フクド 2年草 8～10月 30～50 近畿以西～九州

⑥ ナガミノオニシバ イネ科 多年草 6～8月 10～20 関東以西～九州

⑦ シオクグ カヤツリグサ科 多年草 4～7月 30～50 北海道～沖縄

ハママツナ

①

ホソバノハマアカザ

②

ハマサジ

③

フクド

⑤

ウラギク

④

ナガミノオニシバ

⑥

塩生植物の植栽技術を確立するために、塩生植物がどん
な条件の場所に生息しているのかを調べました。

有明海の熊本県沿岸では河口部のわずか10箇所に生息し
ているだけで、7種の塩生植物が確認されました。

それらの塩生植物がどんな底質、塩分環境、地盤高の場
所を好んで生息しているのかを調べました。

塩生植物の植栽

熊本県レッドデータリストでは、ホソバノハマアカザ、フクド、ナガミノオニシバ、シオクグ
が準絶滅危惧種、ハマサジが絶滅危惧Ⅱ類、ウラギクが絶滅危惧ⅡB類に設定されています。

2007.10.19
2008.09.10 2009.07.07

エコテラス護岸で塩生植物の植栽実験を行いました。造成直後の2007年10月に野鳥の池に
生えている塩生植物を移植し、みごと2年間再生産がおこなわれました。種子がとどまりやす
いように砕石をまく工夫をしています。背後の堤防前面にも種がとどまって成長してます。
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ハママツナ
ホソバノハマアカザ
ハマサジ
フクド
ナガミノオニシバ
シオクグ

L.W.L.

H.W.L.

ハママツナ
ホソバノハマアカザ
ハマサジ
フクド
ナガミノオニシバ
シオクグ

H.W.L.

L.W.L.

a）半自然海岸（前浜あり）の場合

造成前の生息域
造成後の生息域

造成前の生息域
造成後の生息域

b）人工海岸（前浜あり）の場合

塩生植物 含泥率（％） 電気伝導度 EC（S/m)「塩分環境」

ハママツナ 47～94（55～77） 0.015～10.570（0.020～6.500）

ホソバノハマアカザ 47～85 0.007～0.039

ハマサジ 48～91（50～91） 0.782～9.690（0.800～4.780）

フクド 48～89（55～70） 1.328～10.410（1.400～6.255）

ナガミノオニシバ 64～81 0.008～12.250

シオクグ 10～97 0.174～12.410

＊（）内は最適生息条件

削土をすることで生息可能域の拡大 なぎさ線を造ることで生息種類数が増加

ただし、地盤高だけでなく、下表のような含泥率や電気伝導度（塩分環境）も重要な生息条件となります。

干潟に生息する特有の植物群落は塩生植物群落と呼ばれています。塩生植物は、満潮時には
水中に浸かり、干潮時には露出することが一つの特性で、塩ストレスを受けても栄養生長と生
殖生長をすることができる耐塩性の強い植物です。そのため、塩生植物は塩水との関わりが極
めて深く、まれに塩田跡にもみることもあります。

代表的なハマアカザは淡水の環境でも育ちますが、種子が発芽した後、塩水を与えた方が生
育は良くなることが一般に知られています。また、シチメンソウやハマサジなどは、最大の生
長量を示す条件の一つに少量の塩の存在を必要とすることも知られています。塩分環境を好む
塩生植物は、他の陸上植物等に比べて多くのナトリウム塩を植物体内に取り込む植物で、最も
その環境に適応したものでは、土壌中の塩分が海水中の塩分の1/8～1/2程度に達するまで生
育が可能です。一方、ハマゴウなどの海浜植物やコウボウムギなどの砂丘植物は、塩分が海水
の1/32以上になると生長が抑制されるといわれています。ヨシは耐塩性植物と位置付けられ、
淡水域から汽水域までの広い範囲の塩分濃度に適応できるため、塩分濃度の高い環境である塩
生植物の生息地でもよく見られます、体内に取り込むナトリム塩は一般の植物と同じくらい少
ない植物です。

このように、塩生植物は、他の植物が生育できない塩分環境で生息することのできる、特有
の生態特性を有する植物です。また、塩生植物には、ハママツナなどの一年草、ハマサジなど
の二年草、ナガミノオニシバやシオクグなどの多年草があり、一年草や二年草は種子によって
繁殖し、多年草は地下茎を発達させて増殖する種で、繁殖形態が異なっています。そのため、
一年草や二年草は海水で種子が流されることにより分布を拡大することができますが、多年草
は元の生息場所における繁殖しかできません。また、一年草、二年草は、種子の流出・消失が
種の存続と大きく関わっています。

塩生植物は生態系の基盤を構成し、直接的な効果として甲殻類等小動物の生息場形成、水質
浄化、地球温暖化防止などがあり、間接的な効果としてカニ類による底質浄化、さらには、防
災、景観形成など干潟環境にとって重要な役割を担っています。特に野鳥やカニ類などにとっ
て、塩生植物の生息地は棲家や摂餌の場で、塩生植物の繁茂は生態系の多様化につながると考
えられます。
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Submarine groundwater discharge and dissolved material transports 
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Low-calorie sweeteners in wastewater treatment plant samples and its discharge profile into 

aquatic environment, river water and ground water 
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Changes in faunal association of benthic foraminifers and ostracodes 

with artificial changes in the Honjo area of Lake Nakaumi, 
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Change of the bottom environment in the Honjo area of Lake Nakaumi associated 

with the partial removal of dikes 
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The effect of material cycle by Macrophthalmus japonicus bioturbation 
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